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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 ここ最近、凶悪な殺傷事件が立て続けに発生していますね…。加害者の動機は、「刑務所に入って、複雑な家庭環

境から逃れたかった。」、「親から教育虐待を受けた」、「何もかもイヤになり、幸せそうに生きている人たちに腹が立

った。」等、正直、「ふざけるなよ！！」と言ってしまいたくなるようなもの…。 

 ただ…。そういう思いもありつつ、当事業所代表には彼らが抱えている、「言いようのない底なしの寂しさ」のよ

うなものも解る気がするのです。あくまでもこちらの勝手な憶測。決め付けは禁忌と肝に銘じたうえで…。幼少期か

らずっと、未達成の愛着課題を抱え続けてきたのではないかと思えてなりません。 

 勿論、仮にそうであったとしても、加害者の行った行為は到底許されることではありません。法に従い、厳正な刑

罰が課されるべき行為です。でも、法に則った刑罰を受け、所定の刑期を終えた後には、社会福祉の支援に繋がって

欲しいと願います。 

 所定の刑期を終えた後には、実年齢に関わらず、愛着課題を達成できていない時まで戻って、そこからやり直せる

カウンセリングセラピーやソーシャルワークを受けられることが大切なように思います。寂しいから何をやっても

許されるということは決してないけれど、一方で、「寂しい」という訴えを無視して突き放すことが決して良いこと

とは思えないのです。「幼少期に満たされなかった大切な感情を、きっちりと満たす。」支援も必要不可欠と思うので

す。やり直しが出来る社会。やり直そうとする方々を丁寧に支えられる社会。人に対して、本当の優しさと愛ある厳

しさを誠実に伝えられる社会であることが望まれると感じます。 

 来週は、今年度から新しく関わることになった団体の、今年度最初の集まりがある。勿論、私にとっては

その団体の行事への初めての参加であり、皆様との「初めまして。宜しくお願いします。」を伝える大切な

時間。そして、かれこれ数年関わり続けているボランティア活動も、再来週から今年度最初の活動が始ま

る。きっと、「また 1 年宜しくね。」の挨拶をしなければならない方と、「初めまして。これから宜しくお願

い致します。」のご挨拶をしなければならない方が、両方いらっしゃるはず。年度初めは、大切な出会いの

時間が多くなる。いつもにもまして、「丁寧に・大切に」を心がけて参加させて頂きたいと思います。 
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 まだ詳細を公表出来る段階ではありませんが、9月中旬に認知症に関する研修会を開催しようと思い、準備を始め

ているところです。 

 今回は（当事業所としては）新しいチャレンジとして、自治体等の「後援」を受ける形で開催出来たらなと希望

しており、ある自治体に後援の可否や申請手続きの方法を問い合わせてみました。 

 すると、日程や内容、経費等の開催計画が固まった段階で、所定の申請書類等を提出してもらい、その書類を審

査した結果で後援可否が決定するとのこと。 

 後援を受けることが出来るかどうかはさておき、その自治体から示された内容は、「後援を受けるか否かに関わ

らず、研修会を開催するに当たっては必ず考慮（計画）しておかなければならない。」内容であることを、昨年度

研修会を開催した経験からすんなりと理解することが出来、また、（昨年度の経験から）確実に提示出来る内容で

あるので、スピード感を大切にしつつも、焦らず慌てず、確実に準備を進めていきたいと思います。 

 2年度目だからこそ、そして昨年度に研修会の開催にチャレンジしたからこそ、気付き、得ることが出来た自信

ですね。経験は、成功・失敗を問わず力になると信じて、今後も慎重さを持ちつつも怖がらず、攻めの姿勢でチャ

レンジしていきたい。また、成功・失敗を問わず、後に振り返った時に、遺るものが得られるように、『やる以上

は丁寧に』ということを心がけ、ゆっくりと確実に歩みを進めて行きたいと決意を新たに致しました。 

 高松市 生涯学習課が、「知的障がい者青年教室」（スキップクラブ）のボランティアを募集しております。 

 ちなみに、当事業所代表もこれまで 5 年程ボランティアとして関わらせて頂いており、今年度も継続して

関わらせて頂くことにしました。 

 詳細はホームページをご確認下さいませ。 

 「高松市知的障がい者青年教室（愛称：スキップクラブ）」ボランティア募集について｜高松市 

(city.takamatsu.kagawa.jp) 
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